










学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
学位 論文 題 目
【305】
長 潰 謹 書
なが はま けん ご
農 学 博 士
論 農 博 第 231号
昭 和 44年 3 月 24日
学 位 規 則 第 5条 第 2項 該 当
暗キ ョ排水機能に関する実証的研究
(主 査)
論文 調 査 委員 教 授 富士岡義一 教 授 沢 田 敏 男 教 授 西 口 猛

























系統的に整理解明し, わが国の水田暗キョ排水としては大阪府能勢町の石組み暗キョ ｢ガマ｣ を最古の事
例として紹介するとともに, 欧米における畑地暗キョにおいてもその土性を重要視しているのであるが,
わが国の水田暗ヨ排水は特に土層が複雑であるにかかわらず成層状態の差異と排水機能との関係が軽視さ
れているために粘土質水田では不成功の事例が多いことを明らかにした｡
ついで大阪府および岡山県において粘土質水田の暗キョ排水施工ホ場をとり上げ, 土壌の物理性を中心
として実証的な現地実験と観測調査を実施して, 土壌の組成おそびその成層状態によっては非重力水が過
湿化の主要因となり, この場合従来の管暗キョではこれを排除できないことを明らかにした0
さらにこれらを排除するためにはモグラ暗キョなどを併用したモグラ･管複合方式とすることが重力水
化のための土壌の物理性の改良(キ裂の発生, 透水性改良)の見地からのみならず, 全体としての単位排水
量を飛躍的に向上させ, 恒常的な排水方法としても新しい有用な排水組織であることを水理学的な挙動の
実測によって明らかにしており, 土壌の乾燥収縮能を重要な施工基準とすべきことを明確に示している0
以上のように本論文は農業土木学ならびに暗キョ排水の合理化の実際面に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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